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平成 29 年度 土木学会全国大会 研究討論会 

1．開催日時 ： 平成 29 年 9 月 11 日（月）13：00～15：00 

2．場 所 ：  九 州 大 学     伊都キャンパス センター2 号館 2407 
3．主催委員会名： 土木学会 SIP インフラ連携委員会 

4．研究討論会タイトル： 

Society5.0（超スマート社会）におけるインフラの新たな維持管理・更新・ 

マネジメント － SIP インフラにおける AI を用いた技術革新とその可能性 － 

5．概 要： 

ICT を最大限に活用し、サイバー空間とフィジカル空間とを融合させ、人々に豊かさをもた

らす「超スマート社会」（Society5.0）の実現を目指すことが第五期科学技術基本計画によって

示されている。SIP インフラはこの Society5.0 実現に貢献することを重要な目標としており、

AI、IoT などを用い、インフラに関する新たな維持管理・更新・マネジメントに関する技術開

発を行っている。本研究討論会では AI 技術の応用例の紹介、AI 技術をもとにした技術革新と

インフラの維持管理の効率化との関係及び今後の可能性について議論する。特に、インフラの

余寿命予測技術と AI 技術との融合を中心に、インフラのアセットマネジメントシステムの全

国展開をも視座に入れた議論を行う。

6．座 長 ：藤野 陽三（横浜国立大学）

7．話題提供者（敬称略）： 

櫻井 彰人 （慶應義塾大学）

杉山 将 （理化学研究所／東京大学）

田中 健一 （三菱電機）

久田  真 （東北大学）

前川 宏一 （東京大学）

若原 敏裕 （清水建設）

8．討論会の進め方（予定）： 

（1）話題提供（①及び③～⑥；10 分、②；20 分）； 

① Scoiety5.0 における３次元地図情報 PF とインフラ情報 DB（田中）

② これからの AI 技術の方向性（杉山）

③ SIP インフラにおける余寿命予測技術・人工知能・情報 DB の取組み（若原）

④ 余寿命予測技術の紹介（前川）

⑤ AI による余寿命予測技術との連携（櫻井）

⑥ インフラ情報 DB の社会実装例（久田）

(2) 全体討議（50 分）； 

・大きな論点は、

① 先端技術により、インフラの ASM がどのように変わるか（発展するか）

② DB 化による恩恵、インフラ DB と３次元地図の連動による効果

③ その他、RC 床版から橋梁・トンネルへ、疲労劣化寿命予測からの発展

以 上
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